
第３章 支援体制 就学前 

第３章 支援体制 

１ 就学前の実践例 

         A 幼稚園の実践例 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事例１ 

・入園前から幼稚園に相談があるケース 

・入園前から相談機関とつながっているケース（相談している、通所している 等） 

 

家庭 幼稚園 相談機関 

・発達段階の把握 

・必要な支援の把握 

・子供の様子 

（行動面、コミュニケーション面 etc） 

・相談機関での取り組みの把握、支援の確認 

入園面接 １１月 

電話で 

・発達段階の確認 

・支援の確認 

 

・集団生活における子供への負担はないか。 

・子供は、どのようなことに困っているのか。 etc 

未就学児クラスに通園１１～３月（親子で週１回） 
入 

園 

前 

・入園へ向けての支援、手立ての共通理解 

・発達の状況などから、２年保育の検討  etc 

個別面接 ２～３月 

こ
ど
も
発
達 

相
談
セ
ン
タ
ー 

入園へ 

園体制の事例 
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家庭 幼稚園 相談機関 

入

園 

後 

事例２ 

・入園後の個人面接で特別な支援についての必要性に気づき相談機関へつながるケース 

・入園後、家庭内でお子さんの発達に不安を感じ（気がつき）、相談機関へつながるケース 

 

・集団の中での様子を保護者に伝える。 

・家庭での様子、変化等を聞く。 

・現在は、どのようなことに困っているのか。 

・保護者の思い              etc 

個人面接 ５月 

・悩み 

・園との連携 

・相談機関へ 

の相談 

・園での支援 

・相談機関の紹介 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

船
橋
市
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
年
長
） 

手
立
て
の
検
討
・
見
直
し 

相談機関とも、連携をとりなが

ら、園での生活を整える 
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事例３ 

相談機関へつながらないケース 

理由１ 理解はあるが、経過を見たい。 

理由２ 今のままでよい。支援の必要性について、保護者の理解が進まない。 

理由３ 両親が外国籍等で伝わらない。                     etc 

手
立
て
の
検
討
・
見
直
し 

家庭 幼稚園 相談機関 

巡回相談の

内容を記録 

入

園 

後 

事例１、２の場合には 

・発達段階の確認 

・支援内容の確認 etc 

保護者と連携を取り、支援方

法等を検討する。 

連絡帳や電話等で様子を伝え合う 

巡回相談 

①  ６月～ ８月 

② １０月～１２月 

※幼稚園の生活で手立てが

必要な子供を５名抽出する。

（主に、相談機関につながっ

ていない子供） 

手立ての考察・共通理解 

・障害特性等の理解 

・環境設定 

・支援の共有 

巡回相談をもと

に目標と手立て

を検討する 

こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 
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〇就学相談等について 

・船橋市総合教育センターでの就学相談 

（年中児の２月～年長にかけて希望する保護者） 

 船橋市総合教育センター職員が幼稚園での様子を参観する。 

 就学先の検討 

 

〇引継ぎについて 

・進級時の引継ぎ 

☆３月の個人面談で保護者と引継ぎについて確認する。（年少児、年中児） 

成長の確認、次年度へ向けて 

家庭の様子、家庭での変化や成長 

継続する支援、見直す支援 

年中時は就学相談希望の有無について確認 etc 

・卒園時の引継ぎ 

☆３月の個人面談で保護者と引継ぎについて確認する。（年長児） 

成長の確認、小学校への引継ぎについて（引継ぎのための連絡票の希望等） 

家庭の様子、家庭での変化や成長 

・小学校等との引継ぎ（年長児） 

☆個人記録、要録等の引継ぎ 

近隣小学校との引継ぎ（小学校の職員が幼稚園に来園し、引継ぎを行う。） 

引継ぎのための連絡票の提出（センター経由又は、保護者持参） 
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２ 小学校の実践例 

 

 

A 小学校の場合 

１ 気になる児童の調査（4 月） ※資料１ 

・全担任に「支援が必要と思われる児童の調査」をし、コーディネーターがまと

める。1 年生については「引継ぎのための連絡票」の確認を行う。 

 

 

２ 支援が必要な児童について個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成 

（4 月後半から 5 月上旬） ※資料２ 

・対象児童について、各担任が個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成す

る。 

 

 

 

３ 校内委員会（毎月開催、生徒指導部会と合同） 

（参加者：管理職、生徒指導主任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭、各

学年１名） 

・対象児童について、普段の様子や支援の方法等を話し合う。 

※支援が必要な児童は、生徒指導上の問題も抱えていることが多いため、生徒

指導部会と合同で行っている。 

 

４ 学年会（毎週開催） 

・各学年で、個別の教育支援計画、個別の指導計画をもとに、対象児童につい

て話し合う。 

・有効だった手立て等、必要事項を指導計画等に書き込んだり、資料を追加し

たりする。 

・個別の教育支援計画、個別の指導計画の見直しを行う。 

※職員が活用しやすいように、学年の金庫に個別の指導計画等をまとめて保管

している。 

 

５ 職員会議 

・対象児童について、職員全体で確認する。 

・対象児童への支援体制（全職員での共通理解、共通して行う支援等）につい

て話し合う。 

 

実
態
把
握 
支
援
の
検
討 

校
内
で
の
共
通
理
解 

個
別
の
教
育
支
援
計
画 

個
別
の
指
導
計
画
の
作
成 

校内体制・運営計画 
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６ 個人面談（7 月・12 月） 

・学校での支援について知らせ、保護者の思いを聞ききとり、今後の支援等を話

し合う。※教育相談は必要に応じて、随時行っている。 

 

 

７ 外部機関との連携 ※資料３ 

・葛南教育事務所による、特別支援教育巡回相談の実施（6 月） 

・特別支援教育巡回相談で相談したい児童の情報を担任の先生からあげてもら

う。気になっていること、支援で困っていることなど。 

・配慮を必要とする児童の授業参観および支援の助言等を聞く。 

 

 

８ ケース会議（随時） 

（参加者：校長・教頭・教務・コーディネーター・該当児童担任とその学年担当職員） 

・支援方法や支援体制の見直し、保護者への対応等について話し合う。 

・個別の指導計画や個別の教育支援計画についても話し合う。 

 

 

 

９ 次年度への引継ぎ（３月） 

・個別の指導計画、個別の教育支援計画の見直しを行い、有効だった手立てや

支援方法、有効ではなかった手立てや支援方法等についても記録しておく。 

・保護者の思いも、再度確認を行う。 

・旧担任から新担任への引継ぎを丁寧に行う。 

 

保
護
者 

関
係
機
関 

支
援
計
画
の 

評
価
・
見
直
し 

次
年
度
へ
の
引
継
ぎ 
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資料 1 

 

資料 ２ 

 

番号 学年 性別 通級 
ｻﾃﾗｲﾄ 

教育支

援計画 
指導 
計画 診断名 備  考 

（児童生徒の様子など） 

１  男 発達 ○ 〇 自閉症スペクトラム 
自分の意にそぐわないことがあ

ると、反抗的な態度をとったり、乱

暴な言葉で話したりする。 

２  女 × × ○ ADHD 
衝動的に動いて、友達に手をあ

げてしまうことがある。 

千葉県教育委員会「個別の支援計画作成の手引き」より。シート１ 
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資料 ３―１  担任連絡用プリント 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別支援アドバイザー○○先生来校に関する連絡＞担任連絡用のプリント 

 

（準備していただきたいもの） 

① 当日の時間割（何組が何時間目に見てもらうか。授業内容） 

＊Data3→特別支援の中にデータを入れておきますので、 

そちらに入力していただけますよう、お願いします。 

② 特に見ていただきたいこと、気になっていることなど 

③ 当日、給食を教室で食べてほしいかどうか。 

 以上について、○月○日（○）お帰りまでにコーディネーターまでお願いします。 

（手書きでも、パソコン入力でもかまいません） 

④ 座席表→○月○日（○）の朝まで  

 全員の名前の記入をお願いします。気になるお子さんに印をつけ、どういうところが気

になるかの記入をお願いします。 

⑤ 日頃の文字や絵などの作品→当日の放課後まで。 

 

（当日の予定・お願い等） 

・基本的に 2 時間目から授業を見ていただきます。（勤務時間の関係） 

 校長室、もしくは職員室後ろに○○先生がいらっしゃるので、最初のみ 1 時間

目の休み時間を利用し、○○先生の迎えをお願いします。 

・当日午後 4 時くらいから、校長室にて支援の相談を行います。その時に、日頃

の文字や絵などの作品の用意をお願いします。 

 

・参観日に専科の先生の授業が入っている場合、担任の先生から専科の先生に 

必ず事前に連絡をお願いします。 

 

・当日、予定が変わった場合、担任の先生から○○先生に直接伝えて下さい。 

ご協力、よろしくお願いします。 
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資料 ３―２ 担任連絡用プリント 

（担任連絡用資料） 
＜巡回相談推進校とは＞ 

・「特別支援巡回相談員」が、年に６回（打ち合わせの日を入れるので、実際は５回） 

 学校を訪問する。→本校は「○○先生」です。 

（訪問時間）午前か午後の３時間程度（なので、５・６校時＋放課後の話し合い） 

（相談内容）・配慮を必要とする児童生徒の授業参観および支援の助言 

      ・校内支援体制の充実や教員向け研修会 

      ・校内委員会への参加 

（児童生徒の助言について） 

  「一回の相談で助言できる児童生徒は、同一学年で２名まで」 

＜先生方にご協力いただくこと＞ 

・座席表の作成 

・話し合いへの参加（管理職＋該当学年職員全員＋コーディネーター） 

・巡回相談状況報告書の記入（別紙） 

＜先生方にご協力いただくこと＞ 

・座席表の作成 

・話し合いへの参加（管理職＋該当学年職員全員＋コーディネーター） 

・巡回相談状況報告書の記入（別紙） 

＜今後の日程について＞  

○月○日（○） ５校時＋話し合い 

○月○日（○） ５，６校時＋話し合い 

○月○日（○） ５，６校時＋話し合い 

○月○日（○） ５，６校時＋話し合い 

学年会で話し合っていただき、希望する学年は必要事項を記入し○○までお願いします。 

＊１２月１０日（木）まで 

＊４回しかないので、希望が多い場合は、まだ見てもらっていない児童を優先したいと思います。

ご了承下さい。 

 

                     きりとり 

 

 

 （   ）年 見てもらいたい児童＜２名まで＞（                ） 

                      （                ） 

希望日 ①  月  日   ②  月   日 ＜どの日でもよい＞ 
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B 小学校の場合（特別支援学級につないだケース） 

 

１ 特別な配慮を要する児童の調査（４月実施） ※資料１ 

・特別支援コーディネーターが全担任に「支援が必要な児童の調査」を依

頼し、学年会でまとめてもらう。 

２ 支援が必要な児童の共通理解 職員会議（５月） 

・職員会議で、特別な配慮を要する児童の一覧を基に、各学年の特別支援

担当職員が報告をし、職員全体で共通理解する。 

３ 実態把握表の作成 ※資料２ 

 

４ 校内ケース会議 

・特別な配慮を要する児童一覧の内、特に学校全体で支援が必要な児童に

ついてその方策を協議する。 

参加者：校長、教頭、特別支援コーディネーター、学級担任、 

学年主任、特別支援学級担任、生徒指導担当、養護教諭 等 

① 対象児童の担任が作成した実態把握表と補足説明を基に話し合う。 

② 他の機関（特に医療機関）へのつなぎ方については、慎重に検討する。 

③ 今後できる取り組みについて検討する。 

④ スクールカウンセラーが保護者と面談をした結果についても参考にす

る。（相談の内容、対応及び今後の方針） 

 

５ 当該児童の支援に関する共通理解（職員会議） 

・職員会議で、当該児童の支援の仕方について、職員全体で共通理解する。

（無理には教室にとどめない、各職員等で対応を分担する 等） 

 

 

６ 個人面談（５月から継続的に実施） 

・保護者の思い、困り感の確認 

・学校としての支援の方針説明 

・支援の方法について、保護者との共通理解 

 

 

 

実
態
把
握 

支
援
の
検
討 
校
内
で
の
共
通
理
解 

保
護
者 
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７ 個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成（６月）※資料３ 

 

８ 個別の指導計画の検証（前期終了時） 

 

 

 

９ 校内ケース会議 

・当該児童の今後の支援について協議する。 

参加者：校長、教頭、特別支援コーディネーター、学級担任、学年主任 

     特別支援学級担任、生徒指導担当、養護教諭 

① 対象児童の担任が作成した実態把握表と補足説明を基に話し合う。 

② 保護者の希望を基に検討する。 

③ 協議の結果、特別支援学級の方が本児にとって、より力を発揮できる

環境なのではないかという結論に至る。 

 

１０ 個人面談 

・学校での様子を保護者に伝える。 

・保護者から家庭での様子を聞く。 

・保護者の今後の希望を聞く。 

 

１１ 船橋市総合教育センター教育支援室への相談 ※資料４ 

・これまでの経緯の説明。 

・今後の方針について。 

・当該児童の観察依頼 → 日程調整後、実施 

・保護者は、支援学級を見学する。 

 

１２ 交流体験 

・当該児童が支援学級にて、交流体験を行う。 

 

１３ 就学指導委員会 

・各種資料を基に、特別支援学級（自閉症・情緒障害又は知的障害）適で

あるとの答申を得る。 

→ 特別支援学級における指導開始 

個
別
の
教
育
支
援
計
画 

個
別
指
導
計
画
の
作
成 

保
護
者 

関
係
機
関 

支
援
の
検
討 

児
童 

関
係
機
関 
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資料 1 児童の調査 

 
資料２ 実態把握表 

 
 
 
 
 
 

No. 名 前 学年組 実     態 医療･関係機関 

１ ○○ ○○ ○年○組 ＜学習面＞ 

・当該学年の理解が難しい。 

＜行動面＞ 

・離席･離室が多く、思い通りにならないと手足が出る。 

＜対人面＞ 

・思いついたことを大声で言い止められない。友達をた

たくことが多い。 

※前年度において、保護者から相談を受けている。 

○○クリニックを

受診中 

言葉の相談室 

２ ○○ ○○ ○年○組   

記 載 日 平成○○年○月○○日 記 入 者 ○○ ○○ 

児 童 名 ○○ ○○ 生年月日 平成○○年○月○○日 

主に課題になっている点 

・友達に対して衝動的に手を出してしまうことがある（パンチ、キック）。 

・落ち着いて行動すること、集団で行動することが難しい。 

・自己肯定感が低く、ネガティブな発言が多い。 

・やりたいことができないと奇声をあげる。 

興味・関心、得意なこと、進んで取り組むこと、良いところ 

・漢字やブロックが好きである。 

・褒めると照れながら喜ぶ。 

・母親のことが大好きである。 

学
校
で
の
様
子 

基本的生活習慣 ・ 朝の会、帰りの会の準備は時間がかかるが、取り組むことはできる。 

学習面 ・ 漢字や計算問題なら一人でもできる。 

・ 文章問題の理解は難しい。 

対人関係 ・ 困ったことがあると先生に相談できる。 

・ 一方的なコミュニケーションになることが多い。 

集団行動 ・ 友達に合わせて行動することが難しい。自分のペースになってしまう。 

感情のコントロール ・ 興奮すると奇声をあげる。 

・ 自己否定する言葉を使うことがある。 

その他 ・ 興味がある活動は自ら取り組み、楽しんでいる様子が見られる。 
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資料３ 個別の教育支援計画 個別の指導計画 （船橋市モデル書式） 

【個別の教育支援計画】①プロフィール 
 
  初回作成    年  月  日  初回記入者（役割）       （    ） 

 

【個別の教育支援計画】②支援について 
 

フリガナ 

児童生徒名 

 

           

生年月日 平成  年  月  日 

性別 男 ・ 女 

フリガナ 

保護者氏名 

 電話番号  

緊急連絡先  

住 所  〒 

担任名  年   年   年  

前相談先 

（連絡先） 

・○○保育園（047－     ） 

・こども発達相談センター（047－     ）担当 ○○さん 

諸検査の 

記録 

・WISC-Ⅳ 全検査 IQ (H00.0 船橋市総合教育センターにて実施) 

障害者手帳 
有 ・ ○無      （                    ） 

 

 

 

関係機関 

との 

連携状況 

 

 

【家庭生活】    
・父、母、本人の３人家族 

・不得意なことは「あきらめる」「いらいらする」様子が見られる。 

・いけないことも興味があるとやってしまう。 

【教育関係機関】    
・船橋市総合教育センター0年 0月より相談 

【医療】 
・○○病院 主治医：○○ 自閉症スペクトラムの診断 

       月１回定期的に受診 0 年 0 月  より服薬開始 

将来の生活・現在の生活についての希望（本人や保護者）    
・友達と仲良くできるようになってほしい。 

・集中して学習に取り組んでほしい 

支援内容と方法 （合理的配慮を含む） 

学年 保護者からの申し出 支援内容・合意形成の内容 

   

 

 

２年 

 

 

 

・カッとなったときに個別に対応してほし

い 

・離席せず学習に取り組む時間が増えてほ

しい。 

 

・クールダウンの部屋を設け、落ち着いてから状況を確認

するようにする。 

・頑張りカードを作り、できたらご褒美シール等で評価す

る。 

３年   

 この計画に記載されている情報を支援関係者と共有することに同意します。 

保護者確認欄 

（年月日署名 

 捺印） 

  年 平成  年  月  日                印 

  年 平成  年  月  日                印 

  年 平成  年  月  日                印 

 校長確認印   年   年   年 



第３章 支援体制 小学校 

【個別の指導計画】 

 
 

学年・組 
児童生徒名 

年  組  
記入者氏名 

  

○長期目標（   年度）年間の目標  

１ 少しの時間でも集中して課題に取り組めるようになる。 

２ 周りの人とコミュニケーションを取れるようになる。 
○短期目標（   年度） 
 目 標 具体的な手だて・校内支援体制 評 価 
 
 
前 
 
期 
 

１ １０分間、席に着き学習する

ことができるようになる。 

２ 自分の思いを伝えることがで

きるようになる。 

３ 最後まで話を聞こうとする。 

・ 落ち着ける環境をつくる。 

・ 本人ができる内容を考える。 

・ できたら、ご褒美シールでほめる。 

・ 話ができる環境をつくる。 

・ 薬の服用により、落ち着いて学習に取り

組めることが増えた。 

・ 奇声を出すことが減り、人の話を聞こう

とする意識が増えた。 

・ 担任とのコミュニケーションが取れるよ

うになった。 

 
後 
 
期 
 

１ 友達とのコミュニケーション

が取れるようになる。 

２ 周りの様子を感じ取ることが

できる。 

３ 集団に入り行動することがで

きる。 

・ 休み時間の遊びや係・当番活動を通し

て、友達との関係をつくる。 

・ コミュニケーションの取り方を知る。 

 

○校内支援体制 
・クールダウンの場所として保健室の使用する。それまでは教務もしくは SC が対応。 

・学生ボランティアのサポートをつける。 

○保護者との連携 
・定期的に電話で様子を伝えたり、面談をしたりして連携を図るようにする。 

・頑張りカードを家でも確認し、頑張ったところを褒めてもらうようにする。 
○他機関との連携 
・船橋市総合教育センター 

・○月に○○病院を受診予定 →自閉症スペクトラムの診断 
○今後の課題（年度末記入） 
 
 保護者確認  （捺印） 
 前期 
   月   日   印 

 後期 
   月   日   印 

 年度末 
   月   日   印 
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資料４ 「就学相談の流れ」特別支援学級・特別支援学校 

保護者・学校で相談 

学校：校内委員会で検討 

管理職：船橋市総合教育センターに連絡 

＊船橋市総合教育センター 

○学校訪問     ○保護者との相談 

 様子を確認し、   ・診断の有無 

 支援の検討。    ・検査の有無 

           ・今後の方向性について 

保護者：特別支援学級を見学 

本人：特別支援学級を見学・体験 

＊船橋市総合教育センター 

○体験の様子を確認 

○設置校、保護者と確認 

＊必要に応じて、体験延長 

＊体験の結果、特別支援学級（学校）への移籍が望ましいと

判断した場合、就学指導委員会にかけることになります。 

＊ただし、就学指導委員会の結果「特別支援学級（学校） 適」

の答申が出るまでは決定ではありません。 

学校・保護者：資料作成 

 学校を通して船橋市総合教育センターへ提出 

船橋市総合教育センター 

在籍校 

保護者 

学校：転入手続き 

特学設置校・特別支援学校 

就学指導委員会 

＊相談の結果、先（見学）

へ進む場合と、学校での

支援の再検討となる場

合があります。 
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C 小学校の場合 （年度始めに校内で共通理解をしている。また手立てについても年度ごとに更新している。） 

平成３０年度 特別支援教育計画   船橋市立〇〇小学校特別支援教育部 

１ 特別支援教育の目的 

① 障害のある児童の自立や社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、児

童一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又

は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行う。 

② 障害のある児童への教育にとどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ、

様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎を培う。 

 

２ 特別支援教育の視点 

① LD・ADHD・高機能自閉症等の発達障害のある児童を含む特別な支援を必要とするすべ

ての障害のある児童に対して、一人一人の教育的ニーズに応じて適切な指導及び必要な支

援を行う。 

② 特別の場だけで、特別の教員だけで、特別の指導が行われるのではなく、学校全体で、他

機関とも連携しながら、障害のある児童に適切な指導を行う。 

 

３ 今年度の重点目標 

① 生徒指導会議における、継続的に対象となる児童の指導の状況等についての共通理解 

② 教員の専門性向上の為の研修推進・充実 

③ 「児童カルテ」の活用 

・個別の指導計画の作成、実施、評価 

（児童の障害の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫） 

・個別の教育支援計画の作成 

（障害のある児童一人一人のニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応した的確

な教育的支援） 

 

４ 個別の指導計画（教育支援計画）の内容（別紙参照） 

   （内容） 

     ○児童の様子・本人の願い・保護者の願い 

       ※保護者と連携し、「合理的配慮」について検討する。 

○長期目標・短期目標 

○校内支援体制・他機関との連携等 

 

 

５ 発達障害のある児童の指導 

① LD・・学習障害 

  全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、計算する、又は推論する能

力のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指す。 

〈 読み書きに困難さがある場合 〉 
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    普段の会話は学年相応なのに、読むことができない、ノートをとることやテストが極

端にできないという状態を示す。 

〈 聞くことや話すことに困難さがある場合 〉 

聞いただけでは、すぐに指示に従えなかったり、思うように話し言葉がでてこなか

ったりする場合もある。 

★ 本人は努力しているにもかかわらず、うまくできないのだが、周囲からは、「やる気がな

い」「努力不足」と誤解されることが多い。 

② ADHD・・注意欠陥/多動性障害 

年齢あるいは発達に不釣合いな注意力、及び/又は衝動性、多動性を特徴とする行動の障害

で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたす。 

親の養育や本人の性格によるものではなく、中枢神経系に何らかの機能不全があると推定

されている。 

主症状（不注意、多動性、衝動性） 

〈 ADHD の児童の困難さ 〉 

・席を立ち歩いたり、教室を抜け出したりする。 

・そわそわと手や足を動かし落ち着きがない。 

・多弁でおしゃべりがとまらない。 

・人の話を最後まで聞けない。 

・他人の会話やゲームを妨害したり、邪魔をしたりしてしまう。 

③ 高機能自閉症・・知的障害を伴わない自閉症 

３歳位までに現れ、次のことを特徴とする行動の障害である自閉症のうち、知的発達の遅

れを伴わない。 

・他人との社会的関係の形成の困難さ 

・言葉の発達の遅れ 

・興味や関心が狭く特定のものにこだわる 

    （上記３つを特徴とする障害・・・自閉症） 

     アスペルガー症候群･･知的発達の遅れを伴わず、かつ言葉の発達の遅れを伴わない。自

閉症、アスペルガー症候群等の総称として広汎性発達障害（PDD）という用語を使う

こともある。 

〈 高機能自閉症のある児童の困難さ 〉 

知的発達に遅れがないため、障害があるということが理解されにくい。学力が高い場合

も多いが、常識的な判断がうまくできなかったり、独特なかかわり方をしたりすること

で、「変わった子」「ちょっと困った子」と見られることが多い。 

・目と目で見つめあう、身振りなどの多彩な非言語的な行動が苦手である。 

・自分以外の人の感情や考え方を理解することが苦手で暗黙のルールがわからない。 

・友だちと仲良くしたい気持ちはあるが、同年齢の仲間関係を作ることが困難であ

る。 

・楽しい気持ちを他人と共有するなど、気持ちの交流が難しい。 
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６ 発達障害のある児童への指導及び配慮事項 

★ 発達障害のある児童について、本人の障害等の特性に応じた課題や環境への個別的な対

応や配慮とともに、全ての児童を対象にした分かりやすさや取り組みやすさ（ユニバー

サルデザイン）への配慮が必要である。（障害のある児童だけを特別視するのではなく、

どの児童も大切にしようとする姿勢） 

 

〈 支援の手立て 〉 

課   題 
支 援 の 手 立 て 

個別的な対応 学級の中での配慮 

・板書を写すのに時間

がかかる。 

・個別に注意を喚起して黒板に注目

させる。 

・ノートと黒板の書式をそろえる。 

・大事なところは色で目立つよ

うにする。 

・ワークシートを使う。 

・算数の文章題に苦手

意識がある。 

・問題を読み上げてから解かせる。 

・大事なところに下線を引かせる。 

・絵や図を使って出題する。 

・問題文を論理的に整理する。 

・学習の準備や片付け

ができない。 

・個別に一つずつ確認する。 

・個人用の整理箱を用意する。 

・管理する物の数や量を減らす。 

・大きな手順表を掲示する。 

・机やロッカーの整理の仕方を

図示する。 

・給食や掃除等の当番

活動に参加できな

い。 

・教師や友だちとペアで活動させ

る。 

・個人用の手順表を使う。 

・慣れるまで活動内容や場所を

同じ担当にする。 

・予定変更に対応でき

ない。 

・予定変更を先に伝え、その場合の

対応について説明する。 

・個人用に図・表を使う。 

・変更前、変更後が分かる大き

な図・表を使う。 

・指示に従えず、勝手

な行動をする。 

・１回に１つの指示を具体的に指示

する。 

・適切な行動はすぐにほめる。 

・活動の流れや行動のルールを

分かりやすく説明する、図示

する。 

・友だちのよいところを認め合

うようにする。 

・思っていることをう

まく話せない。 

・「だれ」「いつ」等の項目 

に沿って話をさせる。 

・適切な言葉を補いながら話を

させる。 

・思いついたことを場

面に関係なく一方的

に話す。 

・相手の話を最後まで聞いてから話

すようにサインを送る。 

・話すときは手を挙げるルール

を徹底する。 

・注意の持続が難しく

最後まで取り組めな

い。 

・個別に注意を喚起し、活動に集中

させる。 

・指示する課題の量を調整する。 

・目標とする時間を過ぎたら気分転

換できる活動をさせる。 

・最後まで到達できなくても、

できたところまでを評価す

る。 

・授業の活動内容にメリハリを

つける。 

・教科書の音読で読み

誤りが多い。 

・コピーして文節で区切ったプリン

トを用意する。 

・友だちが読む時も指でなぞら

せる。 



第３章  支援体制  小学校 
 

・定規をあてて読ませる。 ・意識してゆっくり読む。 

・特別な支援に対する

抵抗感がある。（本人

及び学級の雰囲気と

して） 

・他の児童たちに、その児童の特性

について理解してもらえるよう

に工夫して伝える。 

・児童同士がお互いの良さを認

め合う機会をつくる。 

・ピアサポート等を活用した学

級集団作りを進める。 

・児童によって関わり

易さに差がある。 

・グループを編成する際にはメンバ

ーに留意する。 

・児童の特性を踏まえて役割を

分担する。 
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１ 登校 

□①靴箱にかかとをそろえて入れる。 

□②名札をつける。 

□③ランドセルをロッカーに入れ、荷物を決められた場所に置く。 

２ 朝の会 □④姿勢正しく元気よく挨拶をする。 

□⑤朝の歌を大きな声で歌う。 

３ 学習 

□⑥机の上には、鉛筆１本・消しゴム１個・赤青鉛筆１本・線引きを出す。 

  （筆箱は机の中に入れる） 

□⑦鉛筆の数は５本とする。 

□⑧下敷きを使用する。 

□⑨授業中に鉛筆削りは使用しない。 

□⑩発表するときは、返事をしてから立って発表する。椅子は中に入れる。 

□⑪肘・指先を伸ばして手を挙げる。 

□⑫教科書を両手で持って音読をする。 

□⑬席を離れるときは、椅子を中に入れる。 

□⑭教室を出るときは、必ず担任に伝えてから行く。 

４ 休み時間 □⑮移動教室のときは電気を消す。机の整理整頓をしてから移動する。 

□⑯次の学習の準備をしてから休み時間にする。 

５ 給食 □⑰給食当番は必ずマスクを着用する。 

□⑱給食当番以外の児童は、静かに待つ。 

□⑲三角巾をかぶる。 

□⑳清掃の始めと終わりに挨拶をする。 

□㉑だまって掃除をする。（黙動） 

□㉒雑巾は椅子の下のワイヤーにかけ、洗濯ばさみではさむ。 

７ 帰りの会 □㉓机の整理整頓をして下校する。 

６ 清掃 

□黒板には、授業に不必要なものは掲示しない。  

□机の横にかけるもの （通路側：手さげ１つまで・給食袋 内側：道具袋） 

□ロッカーに入れるもの（ランドセル・鍵盤ハーモニカ・算数セット・かさ）※習字道具・絵の具は持ち帰る 

□廊下にかけるもの  （体操服）※探検バッグ・上履き袋は集めて保管 上着はランドセルの中 

□背面黒板には上部に習字の作品を掲示し、下部に学習掲示物や当番活動表等を掲示する。 

□テレビは廊下側に置く。後ろの扉に避難経路図を掲示する。 

□背面黒板右側に、学級目標・生活目標・時間割等を掲示する。 

□廊下掲示板に、学年目標・学校だより・学年だより・ひまわり 110 番・給食の献立・保健だより 

 図書だより・ひまわり 110 番・心の教育推進キャンペーンポスター等を掲示する。 

ユニバーサルデザインに配慮した教室環境 

D 小学校の場合 （校内で一日の流れや授業についてスタンダートを確認している） 
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誰でも分かりやすい授業にするための授業スタイル（〇小授業デザイン） 

 
□にチェックし自己評価！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□①授業の「ねらい」「指導方法・内容等」を週学習指導案に記載している。 

□②授業終了後、顕著な児童の発言、気になる児童のつぶやき等を週学習指導案に

記載している。 

□③学習規律や授業のルールを学校全体で共通理解し、実践している。 

□④発言するときのルールが徹底されている。（挙手・返事・起立） 

１ 授業をする前に 

□⑤授業開始の前に、机の上に教科書・ノート等をそろえている。 

□⑥授業開始の時間を守っている。 
２ 授業準備 

□⑦授業の挨拶をしている。 

□⑧既習事項及び生活体験に基づく導入をしている。 

□⑨学習日・単元名・筆者等を板書している。 

□⑩「学習問題」は青で囲んでいる。 

３ 授業実践  

【導入】 

□⑪児童の思考を促すような発問を意識している。 

  「いつ・どこで・何が・誰が・どうした？・式は？・答えは？」から 

 →「どのように？・なぜ？・何のために？・」「もし～だとすれば？」 

  「どうすれば？」へ 

□⑫児童の表情をよく観察し、つぶやきを取り上げている。 

□⑬構造的な板書をしている。 

□⑭児童自らの考えを表現できる場を設定している。（ペア・グループ・全体） 

□⑮机間指導により意図的に指名計画を立てている。 

□⑯児童の学び合いの場を設定している。（比較・関連づけ・統合） 

４ 授業実践  

【展開】 

□⑰「まとめ」は赤で囲んでいる。 

□⑱学習の目標が達成できたか、振り返り（自己評価）の場を設定している。 

□⑲机間指導で評価し、到達度を把握している。 

５ 授業実践  

【まとめ】 

□⑳授業の挨拶をしている。 

□㉑授業終了時の時間を守っている。 

□㉒習得した知識・技能を、補充する課題・活用する（宿題）を出している。 

□㉓ノートや作品には、朱でコメントを入れている。 

□㉔作品展を開催する場合は、題字をつけ見所を記入している。 

６ 授業終了時・後 

ICT の活用 

ICT の活用 
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３ 中学校の実践例 

                 （A 中学校の実践例） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Ｂ中学校の実践例） 

 研修会 委員会訪問など 校内計画等 生徒実態把握 相談等 

５月 特別支援教育に関する学校訪問 

特別支援教育Ｃｏ研修 
校内委員会 

研修会報告 

引継ぎ資料から一覧表作成・個別の

教育支援計画、個別の指導計画作成 

 

６月 特別支援教育Ｃｏ研修 校内委員会・調査方法検

討・研修会報告 

第一次調査  

７月 校内研修会 巡回相談員要請申込み 第二次調査・個別の教育支援計画、

個別の指導計画見直し 

 
８月 特別支援教育Ｃｏ研修 

管内特別支援教育推進連絡会 
９月  校内委員会 巡回相談員

要請申込み 

経過観察 巡回相談員 

指導訪問等 
 
 
 
 
 

10 月   個別の指導計画見直し 

1１月 特別支援教育Ｃｏ研修   
1２月   個別の指導計画見直し 

1 月  校内委員会  
２月  まとめ 個別の教育支援計画・個別の指導ｋ

計画まとめ 3 月 管内特別支援教育推進連絡会 校内委員会・研修会報告 

         ＜特別支援教育校内委員会＞ 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校内支援体制・運営計画 

校内体制図・校内特別支援教育活動計画 

医療機関 

各専門機関 

通級指導教室 

市教育委員会 

県教育事務所 

主任会 

各学年会 

職員会議 

長欠指導 

養護教諭 
各学年 

特別支援教育担当 
生徒指導主事 教務 

スクールカウンセラー 

特別支援コーディネーター 

校長 教頭 
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校務分掌から校内に発信 

学級開きに合わせて、４月の職員会議で校務分掌から提案し周知し、校内統一を図

れるようにする。 
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 共通理解のための工夫 

校内教職員向けコーディネーター通信発行 

 

特別支援教育コーディネーター研修での内容を紹介したり、校内の生徒の支援で

気がついたことなどを書いたりして、特別支援教育に関する情報を校内に広め

る。 

｢授業をしながら、生徒の動きを気にして、見て

ください！｣と校内の教職員に働きかける。 

コーディネーター研修の報告の内容＋分かりやすいように

事例を挙げて紹介する。 

 

写 真を入 れ

て 分かり や

すくする。 
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保健室との連携 

支援が必要な生徒の中には、自分の生活を律することができず、食事や睡眠な

どの基本的生活習慣が乱れている生徒が少なくない。保健室からの睡眠不足に

よる体調不良での保健室への来所が多い、体重の大幅な増減が見られる…など

の情報がある場合、家庭と一緒に改善策を考えていきたいもの。 

そのようなときは、日常の学校生活の中で、個別に声をかけ続けることだけで

なく、保健室から保護者へのアプローチもしてもらうとよい。 

学級担任が保護者と話をするタイミングに「保健指導も一緒にいいですか？」

などと声をかけ、養護教諭も同席してもらうことで、連携を図っていけるとよ

い。         

保健室からの発信 

「できることあるかなリーフレット」抜粋（市教研発表提案資料） 

生徒のちょっとしたつ

ぶやきや気になる活動

など、情報を共有でき

るよう、カードを作成。

生徒の状況に何か変化

があった場合は、保健

室での対応についても

確認し合えると、より

よい連携につながる。

また、積み重ねた情報

は、保護者面談や指導

計画を立てる際の重要

な資料になることも！ 
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４ 高等学校の実践例 

（A 高等学校の事例） 

 

 

 

教育支援部   ＊特別支援教育コーディネーター・学年職員・養護教諭 

 

   ①特別支援推進委員会（教育相談連絡会議）の運営 

   ②生徒の実態調査（年２回） 

   ③個別の生徒・教職員への支援、アドバイス 

   ④外部関係機関との連携 

   ⑤特別支援教育に関する職員研修会の開催 

   ⑥その他 

    （職員会議の報告、定例会への参加、校内案内図及び教室掲示作成） 

   

                  ＊教頭・教育支援部長・保健厚生部長  

                   生徒指導部長・教育支援部員・   

                   特別支援教育コーディネーター    

                   各学年教育相談担当教員・養護教諭・    

                   スクールカウンセラー     

      ①気になる生徒の情報共有 

      ②支援内容の検討 

      ③生徒の実態調査の結果把握等 

 

 

（１）生徒の実態調査（年２回） ＊特別な支援が必要な生徒の早期発見 

（２）特別支援推進委員会（教育相談連絡会議）での生徒の情報収集、共通理解 

（３）外部講師による特別支援教育に関する全体研修の実施 

（４）外部関係機関の指導・助言を受ける。 

（５）特別な支援が必要な生徒への対応 

・ケース会議の開催 

・個別の指導計画作成、実施、評価 

・学年会や職員会議等で生徒の様子を伝える。 

・学年職員、教科担当教員へ障害特性について説明、合理的配慮の協力依頼 

・日常的に学年主任、学級担任、副担任、部活顧問と生徒の様子について情報交

換 

・支援体制の整備 

（学級担任が支援しやすいよう、学年主任や管理職等への働きかけ） 

校内体制・運営計画 

教職員への取り組み 

特別支援推進委員会 

（教育相談連絡会議） 
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（１）中学校との引継ぎ 

  ＊生徒の理解を深め、支援内容をイメージしやすい。 

  ＊具体的なエピソードがあると、入学後の支援について共通理解が得やすい。 

＜引継ぎの機会・方法＞ 

・葛南教育事務所主催「特別支援教育推進連絡会議」 

・中学校の発達障害通級指導教室との引継ぎ 

・中学校からの「引継ぎのための連絡票」 

＜引継ぎの内容＞ 

・本人の様子（得意なこと・苦手なこと） 

・具体的な支援内容 

   （中学校で行っていた配慮内容や高等学校で必要と思われる配慮内容） 

・課題 （どのような場面で何につまずいたのか、どのような配慮が必要だったの

か。） 

＊「個別の指導計画」「引継ぎのための連絡票」などを基に引継ぐ。 

   → 高等学校での「個別の指導計画」を作成 

     書類は指導要録と共に保管 

 

（２）「入学前相談」の実施（保護者からの相談窓口の設定） 

＜相談内容＞ 

・就学に関する様々なこと 

・診断された病気があるなど、心身の健康面について 

・子供の発達や授業の配慮について 

・小、中学校時代の問題や友人関係など、学校生活に関する不安について 

・子供の発達や子育て等について 

＜相談対応者＞ 

教頭 養護教諭 特別支援教育コーディネーター 

教育相談担当 スクールカウンセラー  

情報収集、共通理解のための工夫 
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入学前相談のご案内 

入学前相談の記録 

保護者向けプリント 

入学前相談の受付票 
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＜相談の流れと活用＞ 

 

時 期 学 校 保 護 者 

確約書提出時 

 

 

相談申し込み 

受付後 

 

 

 

相談終了後 

学級編成時 

 

 

新年度 

・「入学前相談」の案内文書配布 

 

 

・相談内容に応じて担当者を決定 

・担当者から保護者に連絡 

 

 

 

・相談内容をまとめ、教頭に報告 

・「入学前相談」と中学校との引継

ぎで得た情報を担当者へ伝え、 

 必要に応じて配慮する。 

・第１回学年会議や職員会議で本人

の様子や必要な配慮内容につい

て職員へ周知する。 

      

 

・相談受付期間内に、電話で教

頭へ相談の申し込み 

 

（３）学校生活アンケート（ASSESS）の実施・活用 

 

（４）個別の教育支援計画・個別の指導計画 

 

 

  

相談：必要に応じて、保護者や本人と面談 
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年度始めに、学校全体で統一して行う配慮事項を確認 

 

 

職員間での共通理解事項 
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５ 就労にかかわって 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関係する施設や相談機関 

「障害者就労支援ハンドブック」よ

り抜粋 

船橋市自立支援協議会就労支援部会 

船橋市健康福祉局 福祉サービス部 

障害福祉課 作成 (平成２９年８月) 

 

相談者のニーズに応じて、相談機関を紹介する。 
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就労に際し、本人から配慮

してほしいことなどの聞き

取りを行う。苦手なことに

対しての具体的な方法など

も知ることで、働く環境を

整えている。 

聞き取りシート 

 


